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「
竹
渓
の
山
は
沖
沖
」

五
四

で
あ
る

な
お
こ
の
詩
の
も
つ
序
、
す
な
わ
ち
側
「
初
春
在
ニ
竹
渓
山
寺
-
、
於
ニ
長
王

宅
-
宴
、
追
致
ν
辞
」
の
「
序
」
の
本
文
批
評
が
「
大
系
本
注
」
を
は
じ
め
諸
注

が
多
い
か
、
基
本
を
怠
っ
て
い
る
部
分
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ

に
如
何
に
不

の
語
義
に
比
し
て
詩
語
の
面
に
不
備
が
多
く
、
項
目
に
も

必
要
な
語
を
落
し
て
い
る
例
も
多
い
。
さ
す
が
こ
の
辞
典
の
姉
妹

辞
典
』
に
は
、
新
し
く

こ
の
辞
典
は
、

， ゃ
、
わ
が

の
項
目
も
加
わ
る
が
、
そ
の
用
例
た
る

や
平
安
初
頭
詩
集
の
も
の
が
多
く
、
も
と
の
中
国
の
例

は
い
ま
の
わ
た
く
し
も
よ
く
承
知
し
て
い
る
処
で
あ
る
。
そ
の
一
部
は
「

し
な
い
と
い
っ

み
が
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
な
が

あ
そ
び
|

藻
」
仏
家
伝
を
め
ぐ
っ
て
|
(
「
文
学
」

五
十
七
巻
一
号
)

ら
各
自
承
知
す
べ

多
少
控
え
目
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

で
あ
り
、

「大
漢
和
辞
典
」
に

え
な
い
」
云
々
は
、

照
。
機
会
あ
ら
ば
、
す
み
や
か
に
私
見
を
述
べ
た
い
と
い
う
願
い
を
い
だ
く

今
日
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。
(
三
月
十
三
日
)
(
こ
じ
ま

の
り
ゆ
き
・
学
会
代
表
)



介

B 

寛

2 

a 

坂

信

幸

， 

』
上
・
中
・
下
の
三
冊
が
、

か
ら
刊
行
さ
れ
て
久

到
達
点
の
一
つ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
た
、
戦
後
の
古
代
文
学
研
究
の
一
つ
の

到
達
点
と
一
一

っ
て
よ
い
。

J

、A
O

--、・
ν

の
中
に
は
す
で
に

入
し
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
こ
と
と

思
わ
れ
る
が
、
未
だ
そ
の
学
恩
に
浴
し
て
お
ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
、
今
更
の

の
古
代
文
学
関
係
の

ヲ
」
宇
品
、

i
v
t
 

行
本
と
し
て
は
昭
和
三
十
一

感
は
あ
る
け
れ
ど

中
』
(
昭
和
六

下
』
(
平
成

波 年

四

月

に

創

元

社

か

ら

出

版

さ

れ

た

と

批

評

!

』

を

初

め

と

し
て
、
『
古
代
歌
謡
集
』
(
昭
和
三
十
二
年
七
月
、
日
本
古
典
文
学
大
系
3
、
岩

」
(
昭
和
三
十
五
年
十
一
月
、
三
一

は
、
「

介
す
る
次
第
で
あ
る
。

の
文
学
と
歴
史
土

上
』
(
昭
和
六
十

三
年
六
月
刊
)
、
『
古
代
歌

十
三
年
十
月
刊
)
、

一
年
十
月
刊
)
と

の
生
態

土

庖
)
、
『
古
代
歌

房
)
、
『
古
代

文
は
、
「
あ

礼
の
研
究
』
(
昭
和
四
十
年
十
二
月
、
岩

世
界
」
(
昭
和
四
十
三
年
七
月
、

と

)
、
『
古
代

の

と
説
話
土

し
た
三
冊
か
ら
成
る
。
収
め
ら
れ
て
い
る

と
が
き
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、
「
こ
れ
ま
で
に
公
刊
し
た

『
日
本
古
代
の

歌

) 

、

ー『

外
の
雑
誌
、

な
ど
に
発
表
し
た
も
の
、
及
び
少
数
の
新
稿
で
あ
る
が
、
こ
の

(
昭
和
四
十
七
年
一
月
、
角
川

庖
)
、
「

注
釈

日

• 

す

(
昭
和
五
十
一
年
八
月
、
角
川
眼
』
〔
上
〕
〔
下
〕
(
昭
和
五
十

三
年
四
、
五
月
、

N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、
日
本
放
送
出
版
協
会
)
、
主

『万

と
し
て
公
に
す
る
に

し
て
は
、

の
聞
で

謡
を

は

し
、
ま
た
発
表
時
の
ま
ま
で
は
不
十
分
と
考
え
た
箇
所
は
、

・
改
稿
し
た
」
も
の
で
あ
る
。

方

ひ
ら
く
』
(
昭
和
六
十
一
年
五
月
、
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
ブ
ッ
ク
ス
、

わ

の
古
代
文
学
研
究
の

が
あ
り
、
本

に
も
『
日
本
語
に
探
る
古
代
信
仰
」
(
平
成
二
年

ー・司

五
五



-・司.

四
月
、

と
し
て
は

一

を
公
に
さ
れ
て
お
ら
れ
、

『
作
者

信
何
4

の
様
式
と

』

(

昭

和

四

十

八

年

九

月

、

桜

座

日

本

の

古

代

と
文
学
』
(
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
、
学
生
社
)
、
『
古
代
文
学

-
(
昭
和
六
十
三
年
四
月
、
桜
楓
社
)
、
共
著
と
し
て
は
『
鑑
賞

第
4
巻

歌

謡

I
』
(
昭
和
五
十
年
五
月
、
角
川
書
庖
)
、
『
古

(
昭
和
五
十
三
年
九
月
、

8
、
思
文
閣
)
が
あ
る
。
い

、

一一一

日
本
古

一一一四

ず
れ
も
学
会
に

の
刊
行
に
よ
っ
て
そ
の
学
の

す
る
と
こ
ろ
多
大
な
著
作
で
あ
る
が
、
こ
と
に
は

五

さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
後
学
に
与

I . 

/、

え
る

は
大
き
い
。

は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
内
容
構
成
か
ら
成
る
。

一

上
)
は
次
の

V
部。

一一

の
文
学
と
歴
史
』
(

持
統
天

不

一一一

と

一

と
不

の
盟
約

一一

「
藤
原
宮
」
の
宮
号
の
由

二
つ
の
〈

を
め
ぐ
っ
て

一

一一

の

と
中
臣
氏

一一

四

「
安
礼
衝
や
処
女
が
伴
」

一一一

五

の
歌

四

I . 

/、

五

伝
飛

〔
追
記
〕
飛
鳥
の
京
に
つ
い
て
土
木
簡
と
万
葉
集

I . 

/、

11 

" 

七

と
い
う
文
字

"
飛
鳥
“
と
い
う
文
字

柿
本
人

人

に
お
け
る
伝
統
と

め
ぐ
っ
て

" 

山
“
の
歌
と
そ
の
周
辺

人
麻
目
と
"

后
の
歌
“

の
再
検
討

語
り
部
と
し
て
の
人
麻
目
麻
呂

の
歌
“

の

の

IV 

"
見
る
“
歌

"
見
る
“
こ
と
の
タ
マ
フ
リ

ーー寸

み

五
六

被
虐
的
心
情
表
現
を
軸
に

人
の
守
る
山
」

孤
語
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て

"
同
口
“

の
力

V 

万

古
代
文
学
に
お
け
る
地
方
と
中
央

の
世
界

と
創
作
の

『
遊
仙
窟
」
と
万

狭
野
茅

三
八
三
四
番
歌
に
つ
い
て

の

に
お
け
る
ア
キ
レ
ス
の
蹟

歌
の
"

み
“
方
に
つ
い
て

歌
の
「
場
」
の
問
題
を
中
心
に
|



『古一一一一一一四五
ームa
/、七一一一一一一四一一一一一一四

と
構
造
』
(
土

中
)
は
次
の

W
部。

の

の

と
歴
史

遊
び
と
し
て
の
文
芸

文
学
と
し
て
の
古

歌
と
物
語
の
交
渉

"
詩
の
起
源
“

の
歌
物
語

歌
の
物
語
的
背
景

「
天
語
歌
」
と
「
神
五
巴
歌

， ヨー「

宮
廷
語
部
の
歌

宮
廷
の
11 

の
詞
形
と

短
歌
のと
し
て
の
短
歌
の
唱
謡
法

-
七
五

五
七

し
て
"
歌
掛
け
“
文
化
圏
の
な
か
の
南
島

歌
掛
け

日
本
文
学
と

I
 
I
 
'・・E
・

陽
明
文

の
解
説

歌

譜」「
老
鼠
」

i 

のの
構
造

に
関
連

「
古
代
歌
謡
の

一一一四五
ー」ー.
/、七J¥ 一一一一一四一一一一四

IV 

随

古

」ーー

と
I 

歌
垣
と
踏
歌

カ
ナ
パ
タ
・
カ
ニ
ハ
タ
考

歌
の
心
を

む

契
沖
の
"
読
み
“

"
歌
掛
け
“
文

の
な
か
の
日
本

『
詩
経
』

へ
の
関
心

『
お
も
ろ
さ
う
し
』
研
究
へ
の
期
待

の
刊
行
を
喜
ぶ

『
南
島
古
謡
』

下
)
は
次
の
W
部。

と
説
話
」
(

と
言
語
・
文
学

呪

と
文
学

ウ

ケ

考

ヒ

呪
術
の
力
と
神
の
力

11 

魂

そ
の
形

の
い
ろ
い
ろ

を
表
わ
す
コ
卜
パ

生
命
と

神
聖
と
い
う
こ
と

五
七



こ
の
内
、
上

五-'-・/、一一一一一四五
ー」ー.
/、一一一一一

-・司

， 

五
J¥ 

「
タ
マ
」
の

い
ず
れ

で
あ
る
が
、
中
で
も
「
"
見
る
“
こ
と
の
タ
マ
フ
I

の
形

は
大
き
く
そ
の
後
の
万

に

を
与
え
た

で
あ
っ
た
。
土

古
代
説
話
と
氏
族

天
真
名
井
神
話
の

大
物
主
の
抵
抗
と

は
昭
和
五
十
四
年
三
月
同
志
社
大
学
を
七

さ
れ
た
が
、

で

I
 
I
 

，
 

•• 
‘
 

と

も
学
究
の
意
欲
は
衰
え
る
こ
と
な
く
い
よ
い
よ
盛
ん
で
、
『
寓
葉
』
に
掲
載
さ

の
再
検
討
」
(
昭
和
六
十
年
八
月
)

れ
た

の
中
で
も
「
"

后
の
歌
“

ゃ
「
"
カ
タ
ル
“

(
昭
和
五
十
六
年
三
月
)
な
ど
は

退

の
神
々

の

• 

氏
族
伝
承
の
形
成

中
臣
寿
調
と
持
統
朝

上
代
文
学
と
神
仙
思
想

「
こ
の

ゃ
い
づ
く
の
蟹
」
を
め
ぐ
っ
て

後
の
成
果
で
あ
る
。
こ
と
に
前
者
の
論
文
は
、
愚
生
の
編
集
長
の
時
に
戴
い
た

で
あ
り
思
い
出
深
い
も
の
が
あ
る
。

lま

の
よ
う
に

も
勿
論
の
こ
と
、

文
で
あ
ろ
う
と
回
覧
審
査
を
受
け
て
採
否
が
決
定
さ
れ
る
。
大

博
士
に
お
い
て
、
な
お
初
心
の
ご
と
く
審
査
の
あ
る

制
で
あ
り
、
代
表
以
外
は

い
か
な
る
大
学
者
の

IV 

に
な
ら
れ
た

-
伽
耶
の
旅
三
題

記
紀
・
高
葉
と
古
道

"
伊
豆
の
お
山
“
の
歌
垣

る
、
そ
の

に
自
ら
投
稿
を
さ
れ

に
は
感
服
す
る
他
は
な
い
。
博
士
の
学
問
の
瑞
々

し
い
若
さ
は
こ
う
い
っ
た
精
神
の
崇
さ
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

い
く
つ
か
の
新
稿
を
載
せ
て
お
ら
れ
る
の
も
、
博
士
の
日
進
月
歩
の
た
ゆ
む

の
成
果
で
あ
り
敬
服
す
る
他
は
な
い
。
上

の
皿
の
二
「
"

と
そ
の
周
辺
」
は
「

第

山“

の

九
十
九
号
、

四
「
"

IV 
の

の
歌
“

は
第
百
二
十
二
号
、

で
は

I
の一

の

こ
と
な
き

一
「
"
見
る
“
こ
と
の
タ
マ
フ
リ
的

は
第
三
十
四
号
に
、
中
巻
の

I
の
三
「
歌
と
物
語
の
交
渉
」
は
第
五
十
六
号
、

(
付
)
「
"
カ
タ
ル
“
.
補
稿
」
は
第
百
六
号
に
そ
れ
ぞ
れ
所
出

三
の

は
第
三
十
九
号
、

V
の
四
「
『
遊

「
持
統
天
皇
と
不
比
等
の
盟
約
」
、

五

の
歌
」
、
六
の

〔
追
記
〕

鳥
望

と
万
葉
集
」
は
第
三
号
、
六
「

「
飛
鳥
の
京
に
つ
い
て
」
、

凹
の
五
「
語
部
と
し
て
の
人
麻
呂
」
、
六
「
旋
頭
歌

に
お
け
る
ア
キ
レ
ス
の

の

」
、
下
巻
で
は

I
の

、
中
巻
で
は

I
の
六
「
『
天
語
歌
』

と
「
神
語
』

皿
の
二
「
大
物
主
神
の
抵
抗
と
服
属
」
、
三

の
諸
論
考
が
そ
れ
で
あ
る
。
全
て
の
論
考
の
内
、
御
退

の

三
「
ウ
ケ
ヒ
の
文
化
人
類
学
」
、

さ
れ
た

で
あ
る
の
で
、

「
葛
城
の
神
々
」

と
い
え
る
。

氏
に
は
な
つ
か
し
い



の

が
半
分
を
越
え
て
い
る
の
は
、
博
士
の
若
さ
と
意
欲
の
証
明
で
あ
る
。

し
、
ま
た
社
会
学
や
文
化
人

極
的
に
採
り
入
れ
、
戦
後
の
古
代
文
学
研
究
の
先
駆
者
と
し
て
常
に
学
会
の
先

、
生
態
学
な
ど
の
周
辺
科
学
の
研
究
を
も
積

よ
ほ
ど
良
い
タ
マ
フ
リ
を
し
て
来
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

の
学
問
に
は
文
学
研
究
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
広
さ
が
あ
る
。

っ
て
博
士
の
古
稀
を
祝
っ
て
、
博
士
の
学

土

カミ

頭
に
た
っ
て
来
ら
れ
た
。
我
々
は
裾
野
の
広
い
高
山
と
い
っ
た

じ
で
博
士
を

に
浴
す
る
者
相
集
い

『
日
本
古
代

り
何
ぐ
の
で
あ
る
。
世
に
「

る
。
私
は
こ
こ
に
「

田
学
」
「
折
口
学
」
な
ど
と
い
う
一
言

が
あ

る
記
念
論
文

ん
で

し
た
こ
と
が
あ
る
が
、

ま
さ
に

代
学
」
な
る
言
葉
を
こ
の

に
添
え
て
、
諸

「
日
本
古
代
学
」
と
で
も
称
す
べ
き
範
囲
の
広
さ
を
こ
の
三
冊
の

を
読

氏

一
読
を
勧
め
た
い
。

ん
で

』ま

じ
る
で
あ
ろ
う
。
博
士
は
早
く
北
山
茂
夫
氏
を
中
心
と
す
る

語
る
会
」
で
の
研
究
で
、
歴
史
学
の
成
果
を
文
学
研
究
に
活
か

( 

A
5
版
、
各
刊
本
体
七
三

O
O円
・
定
価
七
五
一
九
円
)

「
記
紀
万

(
さ
か
も
と

の
ぶ
ゆ
き
・
奈
良
女
子
大
学
助
教
授
)

， 

五
九



ノ、

O 

挨
拶

学
学
長

峰
屋

-ーー・ー『

十
回、

!大

i催i
i要j
i項j

日
本

異
記
と
続
日
本
紀

光
華
女
子
大
学
教
授

泉

道
氏

四
十
四
回
全
国
大
会
を
、
平
成
三
(
一
九
九
一
)
年
十
月
二
十
六
日

1

二
十
八
日
に
、
光
華
女
子
大
学
と
の
共
催
に
よ
り
、
左
記
の
要
領
で

ま
す
。
会
員
諸
氏
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

タ
カ
ヒ
カ
ル
・
タ
カ
テ
ラ
ス
考

致
し

と
歴
史
地
理
学

一一一、

• 

会日
場時

十
月
二
十
六
日
(
土
)

午
後
六
時
よ
り
八
時
ま
で

子
大
学
西
館
地
階
食
堂

一、

ム
ロ
わ
せ
は

参
加
費
七
百
円

午
前
九
時
よ
り
十
二
時
ま
で

子
大
学
西
館
入
口
に
て
、
八
時
五
十
分
J
十
一
時
)

そ
こ
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
て
送
迎
、
片
道
所
要
時
間
約
十
五
分
、

現
地
直
行
も
可
。
九
時
二
十
分
、
十
時
二
十
分
、
十
一
時
二
十
分
に

三
十

1
四
十
分
程
度
、
現
地
受
付
・
休
憩
・
待
ち

・
虎
山
荘
に
て
。

会
費

園
、
研
究
発
表
会

日
時

七
千
円

日
時

十
月
二
十
六
日
(
土
)

受
付
(

十
月
二
十
七
日
(
日
)

午
前
十
時
よ

五
時
ま
で

会
場

子
大

入
館
、

午
前
の
部
(
午
前
十
時
よ
り
)

日

の

と
記
述
の
方
法
|
仁
徳
か
ら
武
烈
の
時
代
|

大
阪
市
立
天
王
寺
第
二
商
業
高
校

梅
田

一一、

天
平
十
九
年
の
家
持
と

を
中
心
に
|

東
京
都
立
国
立
高
校

日
時

ム一品

(光十
〒華月
615女二
子十
大六
日

土

午
後
一
時
よ
り
五
時
三
十
分
ま
で

「
か
ざ
し
(
す
こ
と
歌
う
こ
と

大
越
喜
文

平
舘
英
子

京
都
市
右
京
区
西

J¥ 

O
七
五
|
一
三
一
一
|
一
七
八
一
二
(
代
)
)

日
並
午
後
の
部
(
午
後
一
時
よ
り
)

子
挽
歌
の
異
伝
と
本
文

東
京
大
学
大
学
院
生

宮
崎
昌
喜



山
上

の
亡
妻
哀
悼
詩
文
の
形
成

九
千
円

山
梨
英
和
短
期
大
学

神
戸
大
学

同
志
社
女
子
大
学

福
之

寺
川
真
知
夫

• 

を
厳
守
し
て
下
さ
い
0

.
弁
当
・

の
申
し
込
み

の

に
つ
い
て

左
記
郵
便
振
替
口
座
へ
の
費
用
振
込
を
以
て
受
け
付
け
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
必

の
〉
フ
占
九
、

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

の

奈
良
女
子
大
学
坂
本
信
幸

の
た
め
、
付
近
の
食
堂
等
は
多
く
休
業
で
す
。
弁

当
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
か
ら
、
ご
利
用
の
方
は
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

京
都
三
1

七
二
八

O
九

万
葉
学
会

九
月
三
十
日
(
但
し
、

tま

十

な
お
、
当
日
は
日

申
し
込
み
締
め
切
り

名
を
も
っ
て
、
ま
た

は
約
百
名
を
も
っ
て
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

代
金

千
二
百
円

ま
す
。
)

五

(
十
月
二
十
八
日

日
帰
り
)

T 

615合
わ
せ
先
京
都
市
右
京
区
西
京
極
葛
野
町
三
八

。
集
合

り
図
を
配
布
)

O
旅
程

八
時
五
十
分

J
R
京
都
駅
八
条
西
口

(
二
十
六
、

七
日
に
見
取

光
華
女
子
大
学
日
本
文
学
研
究
室

* 

O
七
五
1

一
二
一
二
|
一
七
八
三
(
代
)

を
御
入
用
の
方
は
、
返
信
用
切
手
を
同
封
の
う
え
、
学
会
本

部
(
大
阪
市
立
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
内
)
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

今
回
は
特
に
致
し
ま
せ
ん
。

午
前
・
九
時
出
発
(
パ
ス
)
|
石
塔
寺
(
見
学
五
十
分

場

ト
イ

レ
、-'

の
清
水
(
見
学
四
十
分
)

井
楼
別
館

見

学

午

後

・

一

時

四

十

分

出

発

(

パ

ス

)

|

不

(
見
学
二
十
分
)
|
伊
吹
山
(
自
由
散
策
六
十
分
)

J
R
京
都
駅
八
条
西
口
(
七
時
ご
ろ
解
散
)

(
昼
食

六
十
分
)

ケ

O
宿
泊
案
内

六一



① 
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'11>条通

光章女子大学

光事女子短期大学

J;t 
l竪
t量

J R・近鉄「京都駅Jより
・市バス ⑬洛西パスターミナルI["光義女子学
・京都ノfス⑧花園大覚寺行 | 園前」下車

⑩御室仁和寺行 I (京都駅より
・京都交通パス洛西ターミナル| 約25分)

・京都市営地下鉄で「四条j下車、阪急大阪方面行
普通電車に乗り換え「西京極j下車、

北へ徒歩7分

・タク シー約20分1.200円
「西京極の光奪」と告げてください。

より
・市ノTス@銀閣寺ー京都外大前 I ["光筆女子

⑪玄琢一京都外大前 }学園前」
⑩山科団地一京都外大前|下車

・阪急電車(京都線H西京極J下車よ北へ徒歩7分
より

・阪急電車(京都線)利用の場合
大阪(梅田

O 
:ぉ:
i知:
:ら i
(せ(

文

の
場
合
、

こ
れ
ま
で
本
誌
二
部
抜
刷
二
十
部
を

，-寺
、品、

+
J
A
U
 

し
た
。

O
本
年
度
か
ら

車

北へ徒歩7分
・京阪電車(京阪本線)利用の場合
大阪(淀屋橋)

特急(45剣 山市捷歩(3 

士 _._..令西京極下車、北へ徒歩7分

し3
0 

承
下
さ
い
。

の
都
合
で
、

占ハ一一

し
て
い
ま
し

呈
す
る
こ
と
に
し
ま

に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ



022-375-8214 

052-806-4083 

明 981-31仙台市泉区松陵3 32 9 

名古屋市天白区天白町植田字

37川原21 1ミネックスKー20B

1 13 24 4 

468 

248 子

之

道

雅

悦

平

島

本

仁

原

0734-26-1649 

福岡市博多区西春町1 1 30 406 

二本松市郭内2 265 1 10号

和歌山市葵町9 9 

広島市安佐南区沼田町大塚1066 14 
人 731-31

広島修道大学教職員住宅401号

816 

964 

640 

美

史

博

留

雅

雅

和

田

本

木

崎

松

宮

一一一

会
員
名
簿
補
訂
・
報
告

0748-86-7417 甲南町深川24 218 県甲司 520-33正地宮

京都杉並区浜田山
4-33-3-A -301 168 子+方井森

0897-32-7257 町7-1高専宿舎16号新居浜市八792 新長森

0426-63-4303 
八王子市元八王子3-2242-1KEY 
マンシ ョン201号

193 一光下山

052-791-4627 

四日市市笹川3-117-1

名古屋市守山区西新13-15

510 

463 

子

孝

領谷

田

横

古
口

を報告致します。

名古屋市名東区西里町3 33 

平成ニ (一九九0)年分の

(1990) 年収支決算(134'~137号)

465 

報告

O学会からのお知らせ

。平成2

雄平日部渡

出支入収

500，020 (原稿回• 2，087，652 

• 費・通

170，000 • ，呈会メ!:>.
す--;r;:2，069，406 費会

180，000 務278，750 

1，756，857 

154，343 

12，800 

(機関誌134""'-'137号・ポ

ムハ三

200，000 

1，461，788 

特別慰労金(大地へ)

4，435，808 合計4，435，808 合計



42h 
%!I: 名 補訂

所 話番号氏 名 住

入会

回優子 203 東久留米 10 29 

清水美枝
ョ、都杉並区西荻北4 14 13 

167 
山本方

03-3396-0953 -
報
告

菅原
E 岡市神明町4 4 

020 
STハイツ中橋108号

二瓶蓉子 194 町田市南つくし野2 12 11 

(改姓・変更・表示を含む)

芦名裕子 630 奈良市南京終町4 201 1 117 

井口樹生 171 東京都豊島区千J111 1 19 03-3973-4890 

048-772-8735 板垣

林

362 上尾市向山277 22 

IJ上鶴間3528 1 
史 228

ライオンズプラザ309号
0427-66-1625 

盛岡市月が丘3 16 7 
大石泰夫 020-01

ロイヤルハイツ月が丘102

太田はる子 440 豊橋市柱二番町76 1 

横浜市港北区箕輪町
荻原千鶴 223

3 26 8 401 岩崎方

伊丹市見陽3 251 
田玲子 664

一 城文化 1階

0196-43-5501 

045-563-0616 

影山 尚之 665 宝塚市光明町26 40 501 0797-74-9175 

田時江 666-01川 多国 3丁目16 34 0727-93-8256 

市部市中新225 4 
斎 充博 938 

コ ポふたひろ205

塩見知子 715 
井原市木之子町3155
教員住宅7号室

正

木

間

進

鈴

瀬

子 059-04登別市登別東町4ー23 5 

和 657 神戸市灘区永手町2 2 19 

之 700 岡山市下伊福2 2 18 5 0862-55-3469 

千葉浩美

志社大学
学術情報
センター

つくば市千現1 14ー2
305 
ホワイトハイツ2B

京都市上京区相国寺門前町

602 631 1 

六
回

075-251-3980 

西村千賀子
東京都中央区築地6 19 21 

104 
ニチレイ東銀座レジデンス2008号



『巳
畠
・
目

。
ご
覧
の
よ
う
に
本
号
か
ら
印
刷
方
法
を
変
更
す

る
。
勝
手
が
違
っ
て
、
執
筆
者
に
は
当
分
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
ご
寛
恕
願
い
た

O
吉
野
氏
の
論
は
一
連
の
語
法
論
の
ひ
と
つ
。
桑
原

氏
は
正
倉
院
文
書
に
つ
い
て
の
新
し
い
知
見
を
示

す
。
大
漬
氏
は
家
持
歌
の
新
解
釈
と
そ
の
拠
り
所

を
主
張
す
る
。
小
島
氏
の
黄
葉
片
々
は
井
上
氏
へ

の
反
論
。
紹
介
一
編
を
付
す
。

O
本
年
度
の
全
国
大
会
の
準
備
が
、
光
華
女
子
大
学

で
進
ん
で
い
る
。
山
本
登
朗
氏
の
ご
尽
力
で
陽
明

文
庫
の
特
別
展
観
が
計
画
出
来
た
。

O
昨
年
度
、
篤
志
の
お
二
方
よ
り
委
員
会
へ
そ
れ
ぞ

れ
三
十
万
円
、
五
万
円
の
寄
付
を
戴
い
た
。
記
し

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

O
こ
の
度
、
井
手
至
氏
を
は
じ
め
、
編
輯
委
員
の
有

志
を
中
心
に
、
関
西
で
私
的
に
研
究
会
を
開
く
こ

と
に
な
り
、
既
に
第
一
回
が
も
た
れ
た
。
次
回
は

九
月
の
予
定
と
の
こ
と
。
表
立
っ
た
案
内
は
な
い

の
で
、
出
席
希
望
の
方
は
、
委
員
の
誰
か
に
問
い

合
わ
せ
ら
れ
た
い
。

O
梅
雨
で
あ
る
。
雨
周
り
の
中
で
論
文
を
書
く
の
は

う
っ
と
う
し
い
が
、
そ
れ
だ
け
に
内
へ
と
沈
潜
す

る
も
の
が
あ
っ
て
、
深
ま
り
が
あ
る
よ
う
に
思

う

。

明

け

後

の

多

か

ら

ん

こ

と

を

祈

る

。

(

内

田

)

O 
お

1 

い

0

・
雑
誌
の
御
寄
贈
は
堂
ふ
宮
本
部
あ

て
2
入
会
申
込
み
、
住
所
変
更
・
改
姓
等
の
学

会
費
の
現
金
(
小
切
手
・
小
為
替
)
に
よ
る
納

入
、
本
誌
既
刊
号
の
購
入
等
の
事
務
事
項
は
、
す

べ
て
下
記
の
清
文
堂
出
版
あ
て
に
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
投

稿

規

定

一
、
投
稿
資
格
は
会
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
高
葉
に
関
連
す
る
各
分
野
の
研
究
論

文。
一
、
分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚
以

内)。

一
、
原
稿
は
一
切
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編
輯

部
に
一
任
の
こ
と
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
十
部
を
贈
呈
す

る
。
た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時
は
、
あ
ら
か
じ

め
申
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に
応
ず
る
。

高

葉

撃

曾

会

則

一
、
本
会
は
高
葉
筆
舎
と
称
す
る
。

一
、
蔦
葉
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「
高

葉
」
を
発
行
す
る
。

一
、
本
会
は
随
時
、

に
関
す
る
見
学
旅
行
、
文

献

の

研

究

発

表

会

、

講

図
書
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
な
ふ
。

一
、
会
員
は
、
年
額
三
千
円
の
会
費
(
誌
代
を
含

む
)
を
年
度
初
に
納
入
す
る
。

一
、
本
会
の
事
務
は

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
二
二
八
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究

室
内
(
郵
便
番
号
五
五
八
)

に
お
い
て
行
な
ふ
。

、
講
演
会
、

平
成
コ
一
(
一
九
九
一
)
年
七
月
二
十
五
日
印
刷

平
成
三
(
一
九
九
一
)
年
七
月
三
十
一
日
発
行

七
百
五
十
円

一Tm大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
瑚
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部

国
語
国
文
学
研
究
室
内

電
話
(
口
さ
さ
千
二
四
一
回

編

集

・

発

行

高

葉

撃

曾

代

表

者

小

島

憲

之

振
替
大
阪
O
三
九
一
四
七
番

一T
叩
大
阪
市
中
央
区
島
之
内
二
丁
目
八
番
五
号

清
文
堂
出
版
株
式
会
社
内

高
葉
学
会
事
務
室

話
。
六
(
ニ
一
一
)
空
室

発
売
所

印
刷
所

大
阪
書
籍



平
成
三
年
七
月
三
十
一
日
発
行

高

葉

頒
価
七
百
五
十
円

送
料
三
十
一
円


